
働き続けられる職場づくり

⻤北町⽴北宇和病院
看護 副院⻑・惣⾕ 和子

医療勤務環境改善マネジメントシステム普及促進セミナー
令和元年10月7日（月）岡山開催

【事例発表３】

資料３-３

病院の紹介

基本理念：誠意、努⼒、信頼
社会福祉法人旭川荘 （岡山市）

指定管理者
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愛媛県北宇和郡
鬼北町大字近永４５５番地１

2

鬼北町立北宇和病院

旭川荘南愛媛病院

開設者 ⻤北町

指定管理者 社会福祉法人旭川荘（ 岡山市 ）

開院

診療科 内科、整形外科、リウマチ科、泌尿器科、
小児科（休診中）、 皮膚科（休診中）

病床数 １００床 一般病棟（55床） 療養病棟（45床）

一般 地域一般⼊院料１ 13：1
平均在院日数 19.6日

療養 療養病棟⼊院料２

附帯事業 訪問看護事業（北宇和訪問看護ステーション）

病院概要

3

平成18年4月1日
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医師 ６．４人

看護職員
看護師38.6人 准看護師7.3人

４５．９人

看護補助者
８．０人
（４.５人減）

薬剤師
１．２人
（０.２人増）

検査技師 ２．０人

放射線技師 ２．０人

医療秘書 １．０人

ＰＴ ３．０人

ＯＴ
２．０人
（1人増）

管理栄養士
２．６人
（０.６人増）

ＭＳＷ １．０人

リハビリ補助者 １．６人

整備員 １．５５人

調理員
委託から病院雇用

（５.７５人増）

事務 ４．０人

合計 ９１ 人

職員数 R１．８．１現在 （H29年度との⽐較）

1 医療勤務環境改善の取組みの背景

• 経営⾯では⼈件費率が⾼く、⾚字
• 労務⾯では応募が少なく⼈⼿不⾜

まずは勤務環境を改善し、経営改善にも繋
げていきたい

H29.2 愛媛県医療勤務環境改善⽀援
センターの個別相談会に参加
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２ 医療勤務環境改善の取組み内容
職員に対して勤務環境チェックリストの
アンケート調査を実施 (H29年5月）
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基本的には全ての基本項目で半数以上は満⾜しているという結果であっ
たが、個別の項目では以下のような傾向があった。

・満⾜度が低かった項目
「職員の確保に経営側が努⼒している」
「病院の運営に関して職員の意⾒も傾聴し

ている」
・特に取り組んでほしい項目

「休⽇、年次有給休暇が取れる」
「職員の業務量を軽減することが経営者側

によって検討されている」
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H29年度
勤務環境チェックリスト集計結果の概要



医療勤務環境改善の取組み開始
Ｈ29.12〜

・課題抽出と目標設定
・計画の策定
・実施
・評価
・改善
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現状診断・対策⽴案



ミッション （理念）

誠意・努⼒・信頼

地域の皆さんとの触れ合いを、
⼤切にし、信頼される病院を目指
す。

10

ビジョン （中期的な目標）

安全で質の⾼い医療の提供を⾏い、
スタッフが、生き生きと働き続け
る。
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勤務環境の現状
・希望する時に休みが取れない
・時間外勤務（サービス早出・残業）が多い
・看護職員の離職者が多く、補充できない
・夜勤免除者がいる
・休み希望を優先すると希望しない⼈に負担がかかる
・看護補助者に対する目標管理の負担
・有給休暇の取得率が低い(部署による差）
・29年度退職者（看護補助者4.5名）
・30年度退職者 (看護職員3名）

30年4月（看護職1名）転勤
5月（看護職1名）退職
8月（看護職1名）退職
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勤務環境改善目標
個々のニーズに対応した職場環境の整備

①働き方・休み方改善
・計画的な有給休暇取得の促進

(H29年度より取得⽇数が増える ）
・業務改善による時間外労働時間短縮･･･・

（H29年度より減少する）
・連続休暇・誕生⽇休暇・研修休暇等、希望

どおりの取得ができる
・30年度予定退職者以外の離職者ゼロを目指す

②働きがいの向上
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目標と現状のギャップ

• 定時に終われない部署がある

• 公休の消化優先で、有給休暇を希望する
時に取得できない

• 臨時職員と正規職員の特別休暇取得に関
する差がある

• 時間外勤務の申請がしにくい
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ギャップが生じている原因

• 部署により、朝から休みにくい

• 1⼈職場は休みがとりにくい

• 雇⽤希望者がなく離職者の補充ができない
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対策 29年度の取組み
誰もが必要なときに休暇を取りやすい環境
整備

院内での応援体制の確⽴

業務改善による、残業時間の削減(各部署）

時間外職員研修の負担軽減

職員に対する休み・勤務希望調査
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年休、(特休）看護休・家族休・介護休
取得に関するアンケート

年休、子の看護休・家族休・介護休  取得に関するアンケート 

勤務環境改善委員会 

アンケート期限  H30年2月16日 （金）             部署名（          ）

※ 氏名は不要です 

勤務環境改善委員会では、働き方・休みに関する内容について取り組んでいきます。アンケート

は、勤務環境改善の取り組みのための資料とさせていただきます。個人情報を漏らすことはありませ

ん。ご協力をお願いいたします。 

 

以下の、1～3 の質問に対して（ はい、どちらかと言えばはい、どちらかと言えばいいえ、いいえ ）

の４つの中から該当するものに○をつけてください。  

「どちらかと言えばいいえ」、又は「いいえ」と答えられた方は、その理由と希望する改善点等を必ず、

記入して下さい。 

                         

1. 「年休」について   

1）あなたの H29 年 4 月~12 月末段階での取得日数  （   日   時間 ） 

 

2）希望する時に取得できていますか？ 

 はい   どちらかと言えばはい  どちらかと言えばいいえ   いいえ  

理由（                                        

 

  3）取得状況に満足していますか？ 
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                                     H30．2 

3 交替勤務に関するアンケート調査 

                             看護課 

 

             1 病棟 ・ 2 病棟   氏名（           ） 

                 

3 交替勤務者用のアンケート調査です。 

個人のライフスタイルに合わせた勤務表作成、勤務環境改善に役立てるための資料と 

させていただきます。 個人情報を漏らすことはありません。     

 

毎月の勤務表で、「こんな勤務は過酷だ」「自分はこんな勤務は組んでほしくない」等という勤

務がありますか？ 

※できる限り希望を取り入れたいので、自分の体調等や家庭環境で出来ない勤務を記述してく

ださい。 

 

 勤務例） 深深・準準・早深・日深・深日・休深・深休・遅遅準準 等  

 

 

 

 

 

三交替勤務に関するアンケート調査
看護課
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対策 30年度の取組み
応援体制を確⽴し、働きやすい環境を整備する

・旭川荘南愛媛病院との応援体制の確⽴（ コメディカル ）
・1⼈部署の⼈員確保
・部門間での応援体制の確⽴

有給休暇の取得促進 （計画的）
・連続休暇、誕生⽇休暇(有給）、研修休暇（有給）など休暇

取得の推進
特別休暇（家族休・子看休・介護休など）の取得促進
職員のワークライフバランスを考慮した勤務表の作成（看護課）

・1⼈1⼈の、休み・勤務形態など希望を考慮する
・勤務形態の検討(看護課 病棟）

三交替勤務から、希望者に対する二交替勤務の導入
看護補助者の目標管理を廃⽌し、看護補助者の精神的負担軽減を
図る
時間内職員研修の企画
業務改善による働きがいの向上 19



看護課の取組み

看護職員平均年齢 47.17歳
看護補助者平均年齢 49.63歳
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H30年度 看護課目標

働き続けられる職場づくりをめざして

１．安心・安全な看護サービスを提供します。

２.経営参画の意識を持ち、看護業務の効率化
と経済性を考えた業務改善を⾏います。

2018/4 21



看護課
・職員のワークライフバランスを考慮した勤務
表の作成

・1⼈1⼈の、休み・勤務形態など希望を考慮
する

・勤務体制(早出・遅出）の時間変更

・三交替制勤務から、希望者による二交替制
勤務の導入

対象： 一般病棟 看護師4名（18名中）
（ H31年2月〜R元年現在 ）

22

9月勤務表 例
日 月 火 水 木 金 土

1 2 3 4 5 6 7

日 公休 公休 日 日 遅 準/深

日 月 火 水 木 金 土

8 9 10 11 12 13 14

明 公休 日 遅 公休 準/深 明

日 月 火 水 木 金 土

15 16 17 18 19 20 21

公休 公休 公休 日 準/深 明 公休

日 月 火 水 木 金 土

22 23 24 25 26 27 28

日 日 公休 公休 日 遅 準/深

日 月 火 水 木 金 土

29 30

明 公休
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• 看護⻑に遅出勤務を導入（平⽇5⼈平均月4回）
H30年4月〜

遅出Ⅱ勤務（10：15〜19：00 ）
夕方入院時間帯の病棟応援

• 入院（ケアサポート）セットの導入
H30年5月〜

目的
院内感染対策
⼿ぶら入院による患者の負担軽減
⼿厚い看護サービス提供
看護師の入院にかかる時間の短縮
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外来 看護職員 8.5名
看護補助者 1名

25



26

27



28

29



一般病棟 看護職員 17.8名
看護補助者 3名

30

５Ｓ活動
〜入院（ケアサポート）セット 棚の整理〜
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年休(家族休)取得に対するアンケート 

                      Ｈ31.1  業務改善係 

1．年休(家族休)はとりやすいと思いますか。 

①思う   

②どちらかといえば思う  

③どちらともいえない  

④どちらかといえば思わない  

⑤思わない 

 理由（                                             ） 

 

2．年休(家族休)はとれていますか。 

①思う   

②どちらかといえば思う  

③どちらともいえない  

④どちらかといえば思わない  

⑤思わない 

 理由（                                             ） 

 

3．年休(家族休)は希望通りとれていますか。 

①思う   

②どちらかといえば思う  

③どちらともいえない  

④どちらかといえば思わない  

⑤思わない 

 理由（                                             ） 

 

   

4．どのようになれば年休(家族休)取得に対する満足度が上がると思いますか。 

 

 

5．4 を実現するための具体的な方法を記入して下さい。 

32
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療養病棟
看護職員 12.6名
看護補助者 4名

34

35



36

業務改善内容

37



風船バレー

38

俳句

39



触れる

40

医療勤務環境改善の取組み内容

職員に対して勤務環境チェックリストの
アンケート調査を実施 (H30年12月）

41



A.勤務時

間と休

憩、休

日・休暇

勤務環境チェックリスト（簡易版） 集計１
H２９・３０年度 比較

H29年 38 24 21 2 44.7% 28.2% 24.7% 2.4% -8.2

H30年 51 17 3 2 62.2% 20.7% 15.9% 1.2% 25.6
1 休日、年次有給休暇が取れる

H29年 37 38 10 1 43.0% 44.2% 11.6% 1.2% -12.8

H30年 51 25 2 4 62.2% 30.5% 2.4% 4.9% 29.3
4 職員の仕事量は適切だと思う

H29年 31 37 12 0 38.8% 46.3% 15.0% 0.0% -22.5

H30年 35 33 6 8 42.7% 40.2% 7.3% 9.8% -4.9
20

職員の業務量を軽減すること

が、経営者側によって検討され

ている

D.業務手

順・ストレ

ス軽減

H29年 31 45 4 6 36.0% 52.3% 4.7% 7.0% -20.9

H30年 47 23 4 6 57.3% 28.0% 4.9% 9.8% 24.4
27
病院（診療所）の運営に関して、

職員の意見も傾聴している

E.気持ち

のよい仕

事の進め

方

対策

項目

そう

思う

そう

思わな

い

特に取り

組んで

ほしい

回答

なし
そう思う

そう

思わな

い

特に取り

組んで

ほしい

回答

なし

一般職員 回答件数 回答割合

ＤＩ
チェ ック項目

現在の職場におけるあなたの実感を回答してくだ

さい。
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３ 勤務環境改善の成果
職員数不⾜（29年度より4.5名減・30年度3名

減)を、部署・職種間を超えた応援体制で対応

• 応援体制の確⽴
〇部門間での応援体制の確⽴

放射線技師による病棟〜レントゲン室間
の担送患者の移動援助

〇1⼈部署に対して
旭川荘南愛媛病院からの応援体制
週1⽇(8H)0.2⼈の増員による休暇取得
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〇看護課 部署間
看護職員応援時間

外来→病棟 年625時間

病棟→外来 年 24時間

病棟→病棟 年260時間
0

100

200

300

400

500

600

700

30年度
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正規看護職員
〇有給休暇の取得⽇数アップ

（H29→H30年度）
年間 6.79⽇ → 8.12⽇

特別休暇の取得⽇数アップ
（家族休・子看休・介護休など）

年間 3.4 ⽇ → 3.6 ⽇
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臨時看護補助者
〇有給休暇の取得⽇数アップ

（H29→H30年度）
年間 5.44⽇ → 7.55⽇

0

2

4

6

8

年休

29年度

30年度
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• 時間外労働時間の短縮 （看護課）
看護職員１⼈当たりの月平均時間外労働時間

0

0.5

1

1.5

2

2.5

3

外来 1病棟 2病棟

29年度

30年度
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• 看護補助者の離職防⽌
H30年度看護補助者 離職者 ０⼈

０人
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• 労務環境改善
検査技師の早出勤務導入

(H30年4月1⽇〜）

栄養士の早出・遅出勤務導入
(H30年4月1⽇〜）

三交替制勤務＋二交替制勤務の導入
(H31年2月1⽇〜）
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二交替制勤務者の声
• ⽇勤深夜の勤務がなくなり、休息を

取り、夜勤に臨めるようになった。
• 三交替では、ほとんど仮眠できず深

夜入りしていた。
• 深夜勤務前のピリピリした精神状態

がなくなった。
• 家族との時間が増え、家族もとても

喜んでいる。
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4 医療勤務環境改善の今後の取組み

• 勤務環境改善委員会の継続
R元年度は安全衛生委員会の中で年3回を

拡⼤安全衛生委員会とし継続する。

職員の健康管理
経営改善
患者サービスの向上
働き続けられる職場づくり
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5  これから取組まれる医療機関へ
• トップダウン

• 取組みは皆の⼒で

• 結果をだす

• やりがいを持ち

• 歩み続けること
52

ご清聴ありがとうございました

⻤北町 最高齢者
108歳
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